
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

●高齢ドライバーの免許更新時や違反行為を

した際の認知症の検査が厳格化してから１年

が経ちますね。 

認知症の高齢ドライバーの事故報道を受け

て社会的にも少しずつ自主返納の動きが広が

ってきています。県全体では２万人（前年比約

4,300人増）、船橋市内の推定値は 1,831人（前

年比 369人）になります。本人が体の変化を感

じた。家族や医師などのすすめ、交通違反や事

故を起こしたときなどが返納のきっかけにな

っています。法改正による厳格化も後押しにな

っているでしょう。 

●しかし「足」に困るのでは？ 

自主返納をした場合には、身分証にもなる運

転経歴証明書がもらえます。この運転経歴証明

書を提示すれば、京成バスや新京成バスで乗車

運賃が半額となります。 

●そもそも鉄道やバスが近くに無い 

平成 22～24 年度に、一律 400 円の利用で乗

合いタクシーの試験運転を八木ケ谷、松ヶ丘、

新高根、旭町・上山町地域で行いましたが、利

用率が低く、廃案となってしまいました。 

八木が谷・丸山・田喜野井の各バス路線につ

きましては、平成 25年度から運行経費の 50％

以上を運賃収入等で確保できることを条件に

船橋市が補助することにより、本格運行になり

ました。二和西グリーンハイツ線は現在、試験

運転中ですが利用率が振るわない課題も抱え 

 

ています。船橋市では平成 13年頃にコミュニ

ティバス導入に向けて検討を行いました。し

かし公平性、費用対効果、民間競合などの諸

問題により導入は困難との結論になっていま

す。福祉タクシーの助成チケットも毎年見直

しの俎上に上っているとも聞きます。 

「福祉有償運送」という事前に会員登録を

行い、NPO法人等が介護を必要な人や障がいの

ある人の運送を低廉な料金で行うものも出て

きています。将来的には AIの発展による自動

運転といった夢のような事もあるのかもしれ

ませんが、目前の課題として長寿化の流れの

中で移動支援をどうするのか、市民、民間、

自治体が一体となり改めて議論する時です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改正道路交通法が施行されてから１年になります。高齢ドライバーへの認知機能検査が強化

されたことなどから、千葉県内でも自主返納の数が増えています。 
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◇濃い網掛けが公共

交通不便地域とされ

ている。（平成 22年２

月船橋の計画時点） 
 



 

 

つまがり（津曲）俊明のプロフィール 

・1977 年 船橋市生まれ ４０歳 
・二和保育園、三咲小、御滝中、鎌ヶ谷高校 
・明治大（法）、明大院で公共政策修士号を取得 
・民間ベンチャー( 株)ＥＳＰ総研を経て、 
 旧自治省（Ⅱ種採用）、神奈川県庁出向。 
 消防や自治体病院の事務に関わり、福祉サービ 
スや社会保障の持続可能性に疑問を抱く。 

 2008 年に退職し（公財）松下政経塾で３年間 
 地域医療や地方自治をテーマに研究。 
・2011 年船橋市議会議員初当選、2015 年２期目 
当選（3623 票 73 名中 12 番目）現在、市民環境 
経済委員長、海老川上流域まちづくり特別委員

会副委員長 
・鎌ヶ谷高校同窓会副会長、青少年相談員 
・趣味：ラグビー・剣道（二段）・城跡巡り 
＜連絡先＞〒274-0065 船橋市高根台 6-28-12 
TEL＆FAX 047-401-0940 
メール：toshi@tsumagari2010.com 

 

※先日、介護現場の方々とお話しした際に実

際にやり取りしたことです。私も考えさせら

れました。 
●政治に自治体への不満を持ち込んでもい

いのですか？ 
 議員はよろず相談員だと思います。ですか

らどんな相談も有り得るものです。地方自治

体では首長をトップとする市役所と議員か

らなる議会はまったく異なる組織体です。国

の三権分立（立法、行政、司法）以上に自治

体行政をチェックする役割があり本務です。 
●政治に関心を持ってと言われても、政治と

どうアプローチしていいのか。わからない。 
 何か市に求めたいことがあれば、大きく二

つ関わり方があります。一つは議会に陳情書

を出すことによって、議会全体にボールを投

げることです。船橋市では紹介議員がいなく

ても、お一人の陳情であっても、公開の議会

の場で議論されます。そしてもう一つは、比

較的ご近所や相談したい内容に関心の高い

議員さんをホームページなどで調べ、連絡を

取ってみることです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

●何か見返りを求められるでは？ 
 議員も人間ですから相談に一生懸命対応し

たら、応援して欲しいと思うのが人情です。で

すが、その相談が無償でなければお金や時間に

余裕のある人しか議員さんにアプローチでき

ませんよね。どなたでも相談できるために、議

員報酬は税でまかなわれているのだと思いま

す。もし相性の合わないことがあれば、日本は

自由主義の社会です。違う議員さんを選択肢に

しても良いですし、ご自身が議員に挑戦して変

えるということだって有りなわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇市民環境経済委員会でも、ゴミ、客引き防止、

防犯カメラ、商業活性化をはじめ市民生活に密

着した様々な議論を行っています。 

つまがりさんに聞く：政治家ってうさんくさい？ 

 

 


